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和　　書 洋　　書 洋書遡及 合　　計 和　　書 洋　　書 合　　計
329，395374，499293，617997，51！1，313，4871，166，05！2，479，538
4．オンライン目録検索
　（1）利用者用端末からの検索
　附属図書館では利用者用端末を平成2年1月よ
り6台に増設した。設置場所も、利用の便を考慮
してメインカウター前、インフォメーションカウ
ンター横の2カ所とした。利用者は、この6台の
端末を使って近畿北部地区目録データベースを検
索できる。検索方法については端末備え付けのマ
ニュアルを参照されたい。
　（2）研究室等の端末からの検索
近畿北部地区目録データベースを各研究室から検
索するには、京都大学統合情報通信システム（K
　　　　ホヨU　I　N　S）を経由することになるが、現在、一一部
プログラムを修正中であり、近く公開へ向けて準
備を進めている。
　学術情報センター情報検索サービス（N　A　C　S
　　　　　ホゆI　S－l　R）は、研究者の学術研究、図書館にお
ける参考調査活動の支援を目的としているが、提
供されているデータベースの一つに「目録所在情
報データベース」（図書・雑誌）がある。データ
の内容は、NAC　S　I　S－CATとほぼ同じであ
る。このデータベースは利用者の申請により有料
で利用できる。（1セッション30円）詳細は、「静
脩」Vol，24，No．1～3（1987．10，1988．1）「情
報検索サービスの手引」（学術情報センター、昭
和62年4月）を参照されたい。
　（3）目録用端末からの検索（各図書館・室に配置）
　目録用端末からは、近畿北部地区目録データベ
ース、N　A　C　S　I　S－C　A　Tの検索が可能である。
附属図書館では、参考調査、相互利用等のための
検索にも利用している。
おわりに
　附属図書館が入力を開始した当初は、N　Cのシ
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　今回の機器更新では、おもにハードウエア面に
重点をおいて、コンピュータの処理能力や容量を
約2倍、端末の台数を約4倍に増強し、また、ソ
フトウエア面では学部や研究所などの教室・研究
室に既に設置されている端末（T　S　S端末）から
学内の目録データを、利用者が直接検索利用でき
るシステムを導入する計画です。
　すでに館内の利用者が目録検索するための端末
も、2台から6台に増設されて毎日フル稼働して
います。その目録データを作成するための端末は、
学内の学部や研究所の図書館（室）に50台以上設
置しました。今まで端末が少なくて、目録データ
の作成が思うように出来なかった問題は、これで
ひとまず解消されることになります。これからは、
目録システム利用のための研修を受けた職員が順
次目録データの作成に従事し、全学の受入図書の
ほとんどが目録データベースに入力されることに
なります。
　また、本図書館のコンピュータには、本学を含
めて近畿北部3県（滋賀、京都、奈良）の国立7
大学のうち6大学の目録データが入力されており、
地域目録データベースを保有する、全国でも特徴
あるシステムとなっています。これは、急増する
図書や雑誌の文献情報の分担収集や相互利用の基
礎となるもので、今後大学図書館が、高度化・多
様化する利用者の情報要求に1、芯えて行くための大
きな手段の一つになります。
　これからは、更新後のシステムの安定運用と質
的向上、これまでにカード化されている目録のデ
ータベース化などに向けて、システムの開発・運
用を図るとともに、つぎの機器更新をめざしたシ
ステムの評価と見直し、市場調査などが大きな課
題となります。
学内LAN（KUINS）完成と図書検索デモ
　本学では、昭和62年度より学内の情報通信を円
滑に行うためL　A　N（Local　Area　Network）の建
設を進めて来ましたが、去る2月20日、3年間に
渡る第一期工事の完成を祝賀して記念式典が開催
されました。
　名称を京都大学統合情報通信システム（Kyoto
University　Integrated　Information　System）、略称
を英文名の頭文字を取ってK　U　I　N　Sといいます。
KU　I　N　Sでは、コンピュータなどのデータ通信
はもとより電話、ファクシミリ、画像などマルチ
メディアの通信が可能となるよう設計されており、
近い将来実現されるI　S　D　N（lntergrated　Ser－
vices　Digital　Network）にも対応できるようにな
っています。
　式典には、学内外から150名ほどの来賓、関係
者が参列し、またK　U　I　N　Sを利用した様々なシ
ステムのデモンストレーションや機器の展示が行
われました。本部地区と宇治地区でテレビ会議シ
ステムを使った遠隔講義の実演や、ひとつのワー
クステーションから複数のホストコンピュータヘ
の同時アクセスの紹介、デジタル電話の展示など
内容も多岐にわたり、これからのK　U　I　N　Sがど
のように学内で利用されて行くのかが一目で分か
るようになっています。
　附属図書館では、会場に設置された図書館端末
からK U　I　N　S、図書館用コンピュータを経由し
て学術情報センターに接続し、全国の大学図書館
の所蔵する図書や雑誌の目録データベースを検索
して、利用者の探したい文献がどの図書館にある
かを調査する業務を紹介しました。これまでの図
書館の目録カードと違ってキーワード、出版社な
どの項目から探したり、複数の項目を同時に指定
して条件を絞った検索ができることから、これか
らの図書館にとって重要な機能の一つとなるもの
です。
　今後、大学図書館としても目録システムだけで
なくさまざまな業務にこのK　U　I　N　Sを活用し、
利用者である学生、教職員の方々に、より使い易
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い便利な図書館サービスを提供していくことが必 要となっています。
「維新資料展一屏風・器物・額一」開催される
　附属図書館では平成元年ll月2日から12月9日
までの期間、本館展示ホールにおいて秋期展示会
「維新資料展一屏風・器物臼・額一」を開催しました。
附属図書館で所蔵しています維新関係の資料は、
その多くが品川弥二郎（（1843～1900年）長州出身、
明治時代の政治家。吉田松陰に学び尊撰倒幕運動
に参加、松方正義内閣では内相を務めた。）が創
設した尊撰堂旧蔵の収集品をまとめた「維新特
別資料文庫」にあります。書籍のほか、屏風・掛
軸・帖・巻物・額・器物が含まれています。今回
の展示会ではこれまで一堂に展示される機会の少
なかった屏風・器物の全所蔵品とこれらと関係の
深い額を展示しました。観覧者は総数1502名を数
えこれまでになく盛況でした。今後も京都大学で
所蔵する貴重な資料の展示会を予定していますの
で、その機会に出来るだけ多くの方々に鑑賞して
いただきたく思います。
平成元年度大学図書館職員長期研修に参加して
化学研究所図書掛長小菅敏明
　7月24日から8月ll日までの3週問の間図書館
情報大学を中心に講義、実習、見学が行なわれた。
参加者は、北は北海道から南は九州沖縄まで総勢
41名で、その内訳は国立が34名、公立が2名、私
立5名であった。
　この研修会の目的は研修実施要項に「大学にお
ける教育・研究活動の急速な進展に伴い、学術情
報の迅速かつ的確な提供が重要となっており、大
学の中核的な情報資料センターとしての大学図書
館が果たす役割は、ますます増大している。この
ため係長を中心とする中堅職員に対し、学術情報
に関する最新の知識を教授し、職員の資質と能力
の向上を図ることにより、大学図書館の情報提供
サービス体制を充実する」とあるように、文部省
の大学図書館政策の一環としての研修、即ち、こ
れからの大学図書館のあり方、進むべき道を提示
したものと思われる。研修は、この目的にそって、
1．総論　2．学術情報の流通とネットワーク活
動3．資料の整備と相互協力4．学術情報セ
ンターの活動と大学図書館業務のシステム化
5．二次情報データベースの形成と利用　6．情
報検索サービス　7．その他　以上7つの分瞬に
わたって講義が行われ、これに加えて、機関の見
学、最後に協同研究討議にて締め括られた。
　この研修を終えて、私の頭の中の90％をしめた
ものがある。それは、情報化時代における大学図
書館の対応が問われる時代になり、最近多くのと
ころでコンピュータが導入されて来つつある。し
かし、まだまだ問題が多くのこされている。例え
ば、目録検索システムのみにしぼっても、利用者
が誰でもすぐ使えるシステムが導入されていない
こと、データベース不足（過去のデータが入力さ
れていない〉のため、利用者は端末による検索と
カード目録による検索をしなければならないなど
の問題がある。
　端末による目録検索は、果たして利用者にとっ
て最良の検索システムなのであろうか。それは従
来のカード目録検索ならば、探しているその情報
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のみでなく、同時にその周辺の関連事項も見るこ
とができた。しかし、端末検索ではその情報しか
見ることができない。これは研究者にとって大き
なマイナスではないだろうか。その他利用者側か
ら、耳に入ったこと述べておく。
　1．コンピュータ導入をし、今までのカード目
　　　録検索より不便になってはいないか？
　2．基本として、何処の場所（例えば研究室）
　　　からでも検索できる、O　P　A　Cシステムの
　　　導入が早急に実現できないのか？
これは、ほんの一部分の意見にすぎない。そこで
われわれは何をすべきなのであろう。利用者に対
してアンケート調査等の手段を使い意見を聞き、
それを取入れ、利用者にとって最良のシステムを
導入することを、目標にしなければならない。そ
の目標ポイントは何か。それは、目録操作が簡単
で検索を進めて行く中でのStep－by－stepの指示
及び利用者の能力に応じた検索法（メニュー方
式・コマンド方式など）の用意をする。また、書
誌レコードの多様なディスプレイ・フォーマット
の用意をし、目次などの書誌レコードヘの追加と
それからのアクセスポイントの作成オンライン目
録における貸出情報の提供を含む所在情報提供等
々の機能を、オンライン目録は備えていてこそ、
利用者の希望のものに一歩近ずくのではないか。
　われわれ、図書館職員にとって導入のプラス面
はあるのであろうか。このことについては、研修
における、ある事例をここにあげてみよう。コン
ピュータ導入前は、1万5千冊の図書の滞貨があ
ったが、導入1年後においては、図書館職員が納
品されてくる図書を、ただちに処理できる状態に
あるとの報告があった。軌道に乗れば、図書館職
員の仕事量の省力化にはなるであろう。しかし、
ここで考えなければならないのは、図書館職員の
仕事を電算化するということは、ユーザーに対し
てよりよいサービスをするためであって、けっし
て、図書館職員だけが満足するような電算化にし
てはならない。
　電算化が進歩するにつれて図書館職員の専門性
というものが、失われていくのではないか。今ま
でなら情報源である図書を1冊1冊考えながら、
目録を採っていくのが図書館職員であった。しか
し、これからはコンピュータ導入によって、また
どんどんパッケージの開発が進むにつれて、何も
考えなくてもただ端末に向うことによって、仕事
が機械的にすむ状態になると、考えられるからで
もある。図書館職員の専門知識がなくても誰でも
端末に向えば入力できるようになる。話は極端で
はあるが、近い将来そういう時代がくることは、
目に見えている。そこで、図書館職員の進むべき
道は何かを考えながら、なおより一層努力し、今
まで以上のエキスパート（専門家）になるように、
勉強していくことがこれからの図書館員の課題で
はないか。
　最後に、研修において他の大学の方々と横の繋
りが出来たことは、この研修におけるもう一つの
目的ではなかったかと思う。
、〕NNNNNNNNNNNNNNN’NNNNNNN’NNNNNN，～4’NN
第3回国立大学図書館協議会シンポジウム
　　　　　　　（西地区）開催される
　国立大学図書館協議会は、昭和62年7月に本協
議会において設置された「外国出版物購入価格問
題調査研究班」の報告の趣旨を周知させ、それら
の内容を討議し、外国出版物の購入について国立
大学図書館の適切な対応の方法を検討するため、
東西二地区の会場でシンポジウムを開催すること
とし、西地区については平成元年11月16日（木）
から17日（金）の2日問、関西地区大学セミナー
ハウスを会場として、44大学、48名の出席をえて
開催された。
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　大学図書館は外国出版物の最大の市場にか・わ
らず、国立大学における外国出版物特有の様々な
制約から、国内出版物と比較すると合理的価格設
定及び購入手続き等が行われてきたと言い難く、
大学が主体的に予定価格算出上の根拠を確立し、従
来の契約方法の見直しをする等、外国出版物購入
事務の改善を図るとともに、近年における外国為
替相場の変動に対する適切な対応が必要とされる。
この前提をもとに「外国出版物購入に関する諸問
題の改善に向け」以下のサブテーマが検討、討議
された。
　サブテーマ（1）競争原理の導入と価格問題
　　　一般競争入札に付した外国図書購入契約に
　　関する事例報告及びそれに係る契約事務の検討。
　サブテーマ（2）予定価格の算出
　　　外国出版物における予定価格の算出方法な
　　らびに算出結果の分析及び予定価格算出の今
　　後の課題を討議。
　サブテーマ（3）価格格差の解消に向けて
　（その1）流通経路の改善
　　　外国図書における直接購入の実施経過の報
告と、それに係る予定価格算出方法および外国雑
誌における並行輸入の促進に関する諸問題を討議。
　（その2）出版元定価における差別価格について
　　　海外において起因する不適当な価格設定の
　　問題、いわゆる出版元定価における差別価格
　　の実態について紹介され、不当な価格差別の
　　解消に向け日本国内の対応だけでなく、l　F
　　L　A等の国際的機関と連携し、今後解決して
　　いくことを合意。
　今回のシンポジウムは、それぞれのサブテーマ
に示されている外国出版物がかかえている価格問
題、流通経路の改善ならびに差別価格の問題につ
いて活発な討議がなされ、実務上参考となるもの
が多々あった。また、このシンポジウムによりで
きたネットワークを活用し、今後これら問題を個
々の大学で努力し、大学問で情報の交換を行い協
力し解決していくことを確認しシンポジウムを閉
会した。
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「京都大学図書館業務
関係規程集」の刊行
　このたび附属図書館では、「京都大学図書館業
務関係規程集」1989年版を刊行した。
　これは、現行版が1982年に刊行されて以来、相
当年数が経過しており、この間に附属図書館の新
館への移転や近年の図書館関係業務の大幅な見直
しに伴い、関係諸規程も改廃等整備されたものが
多く、関係者から改訂版作成の要望があったもの
である。
　この規程集は、1989年5月現在（一部、5月以
降のものを含む。）の成文化された学内の関係規
程等を、管理、利用、文献複写・図書撮影等の各
関係別に分類のうえ収録しており、図書館（室）
勤務者の業務の円滑な遂行のためにご活用いただ
きたいと思っている。
英文図書館利用案内の紹介
　外国からの留学生増加にともない附属図書館で
も外国人の図書館利用者が急増しています。
　このため附属図書館では、留学生のための英文
利用案内の改訂版をつくりました。この案内では、
図書館のサービス時間、図書・雑誌のほか、施設
の配置図を含め業務全体にわたって図書館サービ
スのアウトラインが一目でわかるように説明して
あります。このパンフレットは、最初の利用申込
み（ライブラリーカードの交付）と同時に配布で
きるよう受付カウンターにおいてあります。
　なお、附属図書館では、留学生用図書として、
日本の歴史、風俗、芸能等日本関係の洋書約300
冊を購入しており、観光案内、地図等は一階の参
考図書コーナーにまとめてあります。
京都大学附属図書館報「静脩」Vol．26．No，3（通巻96号）1990年3月15日発行・編集：静脩編集委員会（責任者
附属図書館事務部長）発行：京都大学附属図書館・京都市左京区古田本町・行075－753－2613
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